
比較的調査しやすい財産です。
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１．まず最初に
今月号は、遺産分割協議書を作成した後に行う「相続

登記申請」について述べていきます。

２．必要書類
相続登記申請は、登記申請書を作成して法務局に提出

して行います（申請はインターネットを利用して「オン
ライン」でもできます。）。その際、次の書類（「添付
書類」といいます。）も一緒に提出します。

①戸籍謄本
ア）被相続人の出生～死亡までの戸籍謄本
イ）相続人全員の戸籍謄本

②印鑑証明書
相続人全員の印鑑証明書

③住民票
不動産を取得した方の住民票

④遺産分割協議書
相続人全員が署名・実印で押印した遺産分割協議書

３．添付書類の有効期間
相続登記申請に関しては、添付書類の有効期間はあり

ません。ですので、相続人を確定するため取得した戸籍
謄本や、早めに準備していた印鑑証明書・住民票が少し
古くなっていても、改めて取得し直す必要はありません。

なお、「添付書類の有効期間はない」というのは、相
続登記申請の場合です。同じ相続手続きでも金融機関な
ど提出先によっては有効期間がある場合もあります。ま
た、同じ登記手続きでも「売買」・「贈与」などでは有
効期間があるものもありますのでご注意ください。

４．添付書類の原本還付請求
添付書類は、必ず原本を法務局に提出する必要があり

ます。しかし、提出した原本を返却してもらうことがで
きます。これを「原本還付請求」といいます。

作成した遺産分割協議書、取得した戸籍謄本などは預
貯金の解約など他の相続手続きでも使用できます。また、
紛争が生じた際の証拠として保管しておくことも大切で
すので、原本還付請求をするのが一般的です。

５．登記識別情報通知書の発行
相続登記が完了すると、法務局から「登記識別情報通

知書」が発行されます。
登記識別情報通知書は、相続で不動産の登記名義人と

なった方が、後日、その不動産を「売買」・「贈与」な
どした場合の登記申請で使用します。

注意点は、一度発行されたら紛失・盗難など理由を問
わず再発行ができない点です。ですので、大切に保管し
てください。

６．相続登記申請はお早めに！
登録免許税が高額など理由は様々ですが、時々、遺産

分割協議書を作成したのに相続登記申請をしない方がい
ます。

しかし、遺産分割協議書や印鑑証明書を紛失した場合、
特に紛争性のある事案では遺産分割協議書の再作成や印
鑑証明書取得の再依頼が困難となり、結局相続登記が出
来ない・行うのに大変な困難が伴うことがあります。こ
のようなことにならないよう、早めに相続登記申請を済
ませることが大切です。

事務所のご案内

司法書士 吉川 豊 主な取扱い業務
ＴＥＬ ０５６２－９１－４３５０ ✓相続・遺言の作成支援・成年後見等
豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
業務時間：平日９時～１８時 ✓会社設立・役員変更・目的変更

（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明市

今月のテーマ 「相続登記申請」

９月１８日に高山に日帰り旅行をしてきました。
前日まで雨予報で行くのを諦めてましたが、朝起きた

ら快晴で高山の天気も悪くなかったので思い切って出掛
けました。道中、強い雨が降ってきたときは「失敗し
た」と思いましたが、天気も回復し、１日雨に降られる
ことはなかったです（私、実は「晴れ男」です。）。

昼前に到着し、早々高山ラーメンのお店に並び１時間
待ってようやくラーメンにあり付けました。

お昼からは調べていたカフェでスイーツを楽しみ、そ
の後、高山市内の古い町並みをゆっくり観光しました。
町全体も観光客で賑わっていて「観光地に来た！」って
感じました。

飛騨牛も食べたいと思っていたので、飛騨牛ハンバー
グのお店に行き、飛騨牛を食べることもできました。

日帰りの強行日程でしたが、高山を十分満喫でき、リ
フレッシュできた１日でした。

「高山日帰り旅行」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）


